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（１）Ｅ児の思考する姿から
ｱｲｽｸﾘｰﾑ屋は､メンバーが替わりながらも保育室の同じ場で続いてきた遊びである。この日、
昨日までの賑わいとは異なり、客になって集う幼児がいなかった。そこで、Ｅ児は、友達と
一緒に遊びたい､友達とかかわりたいという思いからチケットを配ることを考えた。しかし、
そのチケットをめぐってＩ児とＱ児が言い合いをはじめてしまった。その為、その場からさ
ることができなくなった。Ｅ児は、どうしたらおさめることができるか、２人の言い合う姿
を見ながら考えた。チケットが１枚しかないこと、さらに、２人で取り合っているがおうち
ごっこのメンバーは３人いることから､チケットが－枚しかないからだと気づいた｡そこで、
新たにチケットをつくることを選んだのである。さらに、１人が１枚、チケットを持つこと
ができるようにチケットを後２枚つくり、持っていった。直接Ｉ児らに声をかけることはで
きなかったが、Ｅ児なりに考え、友達の言い合いを終わらせるために思考する姿を見ること
ができた。
（２）幼児の思考を促す教師の援助と環境の構成
・悩む姿を見せることで、考えるきっかけをつくる
教師はＩ児とＱ児が言い合う姿を、困った表情で黙って見つめていた。教師の悩む姿を見
せることで、Ｅ児が２人の言い合いを終わらせる方法を考えるきっかけとなった。また、お
互いに顔を見合うことで、困った思いを共有することができた。
・自由に使うことができる身近な材料（紙・マジック）
Ｅ児は教師や友達に遊びに来てほしい、友達の言い合う姿を終わらせたいと考えた。そこ
で、チケットをつくるという方法を導き出した。幼児らが自由に使うことができる身近な材
料があったからこそ、Ｅ児が行動することができたと考える。
（３）今後に向けて
この事例の後、Ｅ児がチケットをつくってきてくれたことでＩ児らの言い合いがおさまっ
たことを伝え、Ｅ児の考えを認め、評価した。しかし、Ｅ児の思いや行動の意味をＩ児らに
は伝えることができなかった。教師の援助として、Ｅ児の考えをＩ児らに伝え、Ｅ児とＩ児、
Ｑ児、Ｐ児をつないでいく援助が足りなかったと反省した。今後遊びの中で、幼児が友達の
為にしたことや考えたことを、教師が認めるだけではなく、友達が気づいたり受け止めたり
できるようにしなければならない。また、幼児同士がお互いに思いや考えを知り合うことが
できるように幼児同士をつなぐ援助を大切にしたい。
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Ｓ児と教師がケヤキステージにマルチパネを運んで基地をつ
っていた。その姿に誘われてＤ児、 児、Ｔ児が加わり、ポケ
ンの家づくりが始まった｡マルチパネを組 合わせて３段の家
1つできた。次に、ｓ児が隣にもう１つ組 わせ始めたが、
んだかうまくいっていないようだった。そこで、そばに行って
子を伺うことにした。
ｓ児「ここ（二つの家の間に渡されたマルチパネを支えな
がら）坂道にしたいんだよな～」
ｓ児は誰にいうでもなく、声をあげた。ボケモンの仲間も自分
ことで精一杯でＳ児の様子には気付いていなかったので､声を
けた。
教師「Ｓ児君。なんだか、困っているみたいね」
Ｓ児「坂道にしたいんだ。でもだめなんだ」
教師「そうか．.。（困った顔を見せた）でも、一生懸命
考えているってすごいと思うよ」
ポケモンの仲間も、そ やり取りに気付き、集まってきた。
Ａ児「こっち（指さしながら）狭い所やから、入らんよ」
Ｓ児はＡ児の言葉を聞き、じっとマルチパネを見ていた。
教師「入る所と入らない
所があるの？」
Ａ児「そうや。広くない iIil1lliiiili1iillillilil鍵ii111il鑿ii1illiilll
とだめねん」（家の上から言った）
しばらくして 、 S児は「だめねんて、ここ（広いくぼみ）ズレ
いる」と指差した。
Ｔ児が「動かしたら」と、Ｓ児が指さしたくぼみがマルチパネ
ちょうど下にくるように、動かし始めた。その姿を見てＤ児は
もう少し」と、声をかけた。ｓ児も二人のやろうとすることが
かり一緒に動かした｡なんとか､坂道をつくることができたが、
児、Ｓ児、Ｔ児、Ｄ児が順に滑ると、くぼみから外れてしまつ
｡
S児「だめや.・・・．。（しばらくして）いいこと考え
た。（もう－段）高くしたらいい」
Ｄ児「ここ（両脇）にも（マルチパネ）つけたら」
S児「いいね」
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事例３「坂道にしたいんだ。でもだめなんだ」１０月１７日（金）
そ…道は完成.M人は順番に撒た叺隣腺に上二
（１）Ｓ児の思考する姿から
Ｓ児はこれまでマルチパネの家で遊んだことはあっても、他児が組み合わせた場に加わっ
て楽しむことが多かった。この事例では、自分からマルチパネを組み立てようと始めた。し
かし、自分がイメージする形にすることができず悩んでいた。そこで、自分のやりたいとい
う思いに対して、何がダメなのか、どうしたら思い通りに組み合わせることができるのかを
考えた。友達のこれまでの経験と知識を受け入れ、自分なりに納得し、家をつくりあげてい
った。
この場に集った幼児らは、ケヤキステージ、マル
チパネという場の魅力もあり､偶然集まった仲間であ
る。しかし、幼児らは３年保育児で、昨年度同じクラ
スであった。そのこともあり幼児らは、Ｓ児の「坂道
にしたい」という思いを聞き入れ、それぞれに自分の
これまでの経験をいかし､知っていることを伝えるこ
とにつながった。そしてｓ児と共に家を組み合わせ
るために思考を繰り返すことができたと考える。
（２）幼児の思考を促す教師の援助と環境の構成
教師が、Ｓ児の悩んでいる姿を受け止め、悩んでいる姿そのものを評価したことで、Ｓ児
自身が自分の悩みを考えるきっかけをもたらした。またそのことで、周りにいた幼児らにｓ
児が悩んでいることを気づかせることができた。「坂道にしたい」という願いは、ｓ児個人の
願いからその場に集うみんなの共通の願いとなった。そして、その場に集う幼児らが共通の
願いにむかって思考するきっかけになったと考える。
大型の構成遊具は１人では扱いにくく、友達と協力する場を生み出しやすい遊具である。
特に４歳児にとってマルチパネは形が複雑で、工夫すれば面白いものをつくることができる
遊具である。だからこそ、幼児らにとって魅力的であるとともに、思考するきっかけをつく
りだす遊具として有効であるといえる。
（３）今後に向けて
幼児らの中には、できることがいい、できないことがいけないという思いをもっている幼
児がいる。だからこそ、幼児が悩んだり、考えたりする姿を評価し、自分の思ったことや考
えたことをやってみる姿を大切にしていきたい。
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llJljDLJI事例２「海賊はバッタとかです」７月１日（火）
（１）Ｋ児の思考する姿から
２年保育児のＬＬ｣星と３年保育児のＳ児、Ｄ児は、６月中頃から時々同じ場で遊ぶことはあ
っても、一緒に遊び続ける姿が見られなかった。中でも旦旦は、遊びの場を転々とすること
も多く、一つの遊びを楽しむことがなかった。また、教師の様子を気にしながら生活してい
るところがあった。この事例でも、友達と一緒に海賊ごっこをしているものの、教師の動き
を気にし、話しかけている。しかしこの日、ＬＬ里は遊び続けることができた。教師に自分の
していることを尋ねられることで、基｣星は自分が何をしているのか、誰と遊んでいるのかを
明確にすることができた。また、どう答えたら教師や友達が喜んでくれるか考え、言葉と行
動で表現することができた。また友達も、上型星の面白いアイディアを受け入れ、自分の言葉
をつなげていくことで、遊びを自分達で楽しむことができた。
（２）幼児の思考を促す教師の援助と環境の構成
・言葉で表現する場を設ける
教師が廷』星のしていること、考えていることを知りたいと思い、声に出して尋ねた。その
ことで、廷｣星は自分のやっていること、一緒に遊んでいるメンバーを改めて考えることにな
った。また、海賊というイメージを変えることなく言葉を投げかけることで、Ｋ児は教師や
友達が喜んでくれることを考え、言葉で表現することができた。
・幼児のアイディアを受け入れ、共通の話題にする
教師がＫ児のアイディアを受け入れ、面白いと評価したことで、一緒に遊んでいた友達も
Ｋ児のアイディアを受け入れ、一緒に遊ぶ仲間の共通の話題となった。そのことで、基｣星が
教師や友達も喜んでくれるような楽しいアイディアをさらに考えようとする姿につながった。
・アイディアを受け入れ一緒に楽しんでくれる友達の存在
Ｋ児がおもしろいアイディアを考え、言葉で提示することができたのは、そのアイディア
を受け入れ一緒に楽しんでくれる友達の存在があったからだと考える。
（３）今後に向けて
２年保育児と３年保育児が同じ場で遊びを繰り広げていく時、３年保育児同士のかかわり
の中にうまく入り込むことができずトラブルになることも多い。また、Ｋ児のように落ち着
いてじっくりと遊ぶことができないで、面白そうな場を転々とする幼児もいる。今後も幼児
らと共に集い、言葉でお互いの思いや考えを伝えあうことを大切にしていきたい。
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iTiiJ ●●●●●●●●●事例４「少しおもしろくなってきた」１２月３日（水）
可
その姿を見ていたＲ児が笑顔になってきた。Ｒ児も「ここに、
武器とか隠せるようになっているの」と、教師に基地の説明を始
めた。そしてＬ児らと、顔を見合せた。
教師「いろいろなことができる基地ですね｡」
基地の仲間達は「はい」「そうなんです」などと答えた。
その後、教師はおうちごっこの場に戻り、おうちごっこの続き
を楽しんでいた。しばらくして、Ｒ児がやってきた。
Ｒ児「少し、おもしろくなってきた」
と、教師に伝えた。その後、基地に戻り、かたづけまでその基地
を拠点に楽しんでいた。
・僕達の基地もおもし
ろいんだ
・僕も考えたことも話
そう
・先生も友達も僕の考
えたことを受け入れ
てくれた
（１）Ｒ児の思考する姿から
旦里は２年保育児である。これまで、同じく２年保育児のＬ児と二人で過ごすことが多か
った。１０月後半から、３年保育児のＤ児、Ｓ児らとも一緒に過ごしてきた。しかし、なかな
か自分の思いを言葉にして伝えることができずにいた。特に、いやなことがあると涙が先に
出てしまい、何も言えなくなってしまうことが多かった。周りの友達もＲ児が泣いている理
由がわからないまま過ぎてしまうこともあった。
この事例の前日から、Ｓ児、Ｄ児を中心に、基地をつく
り遊び始めた。しかし、これまであまりかかわったことが
ないＣ児らが加わっていたことや自分の思う整えられた基
地ではなかったことから、どのように遊んでいいかわから
なかったと考える。また、教師らがおうちごっこを楽しげ
にしていることをうらやましいと感じていた｡だからこそ、
Ｒ児は自分から「なんかおもしろくない」と教師に訴えに
来ることができた。それ以上の思いを語ることが出来なか
ったが、自分なりに楽しく遊びたいという思いをもち、ど
うしたら楽しく遊ぶことができるかを考えていたことが伺
える。
（２）幼児の思考を促す教師の援助と環境の構成
・自分のことを振り返り、前向きな気もちに導く言葉がけ
教師は旦旦の「おもしろくない」の言葉に、すぐに解決策を示したり、一緒に考えたりす
ることをせず、「何がおもしろくないのか」を具体的にイメージできたらいいと考え言葉をか
けた。そのことでＲ児が「めちゃくちゃやもん」と言えたことを嬉しく思う。教師の「どう
したら、おもしろくなるかな」の言葉に、言葉で返すことが出来なかったが、旦坦なりに考
え、気心しれたＬ児に言葉をかけることができた。
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・自分たちの言葉で表現し合うことで共通理解を促す
教師が基地を認めたことから、基地の仲間達が自分達の工夫したことを教師に伝え始めた。
一人一人が自分の考える基地の話をすることで、基地の仲間の中でも基地の遊び方（使い方）
を共通理解することができた。皿も自分なりの考えを教師に伝え、教師や友達に受け入れ
られたことで、仲間として位置付き、居場所をみつけることが出来たと感じることができた
のだろう。
。自分達の空間となっている保育室
自分達で自由に組み替えることが出来る空間と遊具があるからこそ、日々遊び方を考え、
変化させていくことが出来る。その為、幼児らの思考する姿を見ることができる。また、数
日前に保育室のロッカーなどの位置を変え、廊下側の囲まれた空間を以前よりも少し広くし
た。これまで遊んでいた空間よりも広い空間になった為、多くの幼児が集い、遊びの拠点を
つくりやすくなっていた。また、教師らの楽しげに遊ぶ様子を感じながら自分達の遊びを展
開することが出来る位置関係であったことが、Ｌ児の思考を促したと考える。
（３）今後に向けて
旦星は、まだまだ自分から教師や友達に話しかけたり、自分のしたいことを相手に伝えた
りすることが出来ずにいる。また、毎朝「用意終わりました」と教師に伝えてから遊び始め
ている。きちんと整っていないと不安を感じることもある。だからこそ、今後もこれまであ
まりかかわったことがない友達や状況とかかわる機会をつくり、Ｒ児の価値観や視野を広げ
ていくことが必要だと考える。
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ljiiH1j事例５－１「あつ、積み木とか」２月２４日（火）
（１）Ｎ児の思考する姿から
幼児らは、マルチパネを使ってポケモンの基地をつくり楽しんでいた。しかし、マルチパ
ネを斜めにし、さらにそこにもたれることができる安定したベットにしたいと考えた。
事例５－１でＮ児は、倒れないようするためには、一度に片方に人が乗るとバランスが悪
くなることから、反対側におもりとなる台を置けばいいと考えた。しかし、実際にやってみ
たが思うようにならなかった。その後、保育室内の遊具を見渡すが、友達が使っていて使う
－４９－
霞Ｌ事例５－２「これで大丈夫や」２月２４日（火）
ことができない状況から、他の考えを見いだすことができないでいた。しかし、教師の言葉
で、保育室以外の遊具も使うことができることに気がついた。マルチパネにこだわることな
く、素材の違う遊具を組み合わせるという考えに至った。
事例５－２でＮ児は、自分の考えを言葉で表しながら、実際に体を使って試し、より安定
するベットをつくりあげている。これまでの自分の経験はもちろん、一緒に遊ぶ仲間の言葉
や行動を受け入れながら、自分なりに考えを広げることができた。
（２）幼児の思考を促す教師の援助と環境の構成
・幼児の考えを広げる
事例５－１では、教師が幼児の思いを汲み取り、「何を困っているの」と、言葉で表現する
ことで、教師を含め、その場に集う幼児らの共通の問題となった。しかし、幼児らはマルチ
パネにこだわっている為、次につなげることができないでいた。そこで、「すみれ組じゃない
他の所は？」と声をかけることで、大型遊具はマルチパネだけではないこと、保育室以外に
も様々な遊具があることを知らせたいと考えた。教師の言葉によって、Ｎ児は大型積み木を
思い出すことができた。マルチパネにこだわるＮ児の考えを広げることができたと考える。
｡実際に操作しながら考えるよう促す
事例５－２では､「とにかくやってみよう」と、
実際にマルチパネや大型積み木を操作し､確かめ
ながら組み合わせることができた。自分達の理想
である安全な基地になるよう、自分の考えを言葉
で表したり実際に試したりしながら､繰り返し思
考することにつながったと考える。
限られた数量の様々な大型遊具
限られた数の大型遊具は、幼児（
●
具は、幼児らに考えざるを得ない状況をつくった。１つは７枚という
限られた枚数のマルチパネである。これは、幼児らにとって十分に把握することができる数
であった。その為、その場に集う幼児らみんなが、具体的にかたちを想像することができる
ものだった。もう一つは、園内の様々な大型遊具である。しかし、その日によって使える数
量や種類が異なってくる。それぞれの遊具の特性を知り組み合わせることで、幼児らの考え
は広がっていくと考える。
・同じ思いをもって活動する友達
４歳児のこの時期、同じ思いをもって一緒に遊ぶことができる友達の存在は大切である。
Ｎ児にとっても、同じ思いをもって遊ぶ友達がいたからこそ、自分の考えを表現し、友達の
思いを受け入れ、自分の考えを広げることができたのだと考える。
－５０－
（３）今後に向けて
幼児らは、自分がやったことがあること、これまでにやった楽しかったことを思い出し、
基地や家を組み立てている。幼児らが、自分たちで遊びの場をつくり、楽しむことができる
ようになるためにも、一つ一つの遊具の使い方、特性を知ることが大切である。その為にも
４歳児にとって、実際に体を使って遊びの場をつくりあげる体験をたくさん積み重ねること
が必要である。今後もこのような機会を大切にしていきたい。
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＜一年をふりかえって＞
（１）幼児の思考する姿から
Ｏ幼児の願いをかなえる為の思考
幼児らが困ったり、悩んだりする時には必ず、「やりたい」「つくりたい」「してほしい」な
ど、幼児の思いや願いがある。特に４歳児にとって、友達と一緒に遊びたい（事例１）、自分
の思い描く形の居場所をつくりたい（事例３，事例５）という思いが、幼児らの思考を促し
ていることがわかった。
Ｏ物を操作しながらの思考
幼児らが思考するとき、もの（遊具や素材など）が媒介となっている。事例１では、手作
りのチケット、事例３ではマノレチパネ、事例４，５では、さまざまな遊具（積み木、マルチ
パネ、畳など）である。これらのもの（遊具や素材など）を具体的に操作しながら、自分達
の考えを試し、確かめ、自分のやりたい、つくりたいと願う形に変化させている。
Ｏ同じイメージを通しての思考
幼児が遊びたいと願う時、友達と一緒に楽しみたいという思いが含まれている。だからこ
そ、遊びの場に集う友達と一緒に同じイメージをもつことができるよう、友達の思いを聞い
たり、自分の思いを伝えたりしながら思考する姿を見ることができた。（事例２，４）
Ｏ遊びの場をより楽しくしようとするための思考
４歳児にとって、自分達の居場所となる遊びの場は幼児らが遊びを展開していく時に欠か
せないものである。幼児らは、自分達の居場所がより楽しい、より面白い、より安心して過
ごすことができるように思考している。（事例３，事例５）
（２）幼児の思考を促す教師の援助と環境の構成
Ｏ幼児の思考を促す教師の援助
・言語化する援助
４歳児にとって、まずは教師が幼児の困っている姿に共感し（事例３)、周りの幼児に考え
ている幼児がいること知らせ、共通の問題にすることが大切である（事例１，事例２，事例
３)。その時、困っている幼児の思いを言葉で表現することで、教師や悩んでいる幼児、まわ
りの幼児も、考える方向が明確となる（事例２，事例４）ことがわかった。
－５２－
・アイディアを提供する
目指す形や思いが同じになった時､幼児らは友達と一緒に思考をめぐらせることができる。
その際、具体物を実際に操作しながら思考することで、その場に集う幼児らの思いが具体的
となる。また、教師がアイディアを提供するなど、幼児の思いや考えを深めたり広げたりす
ることは、新しいアイディアを導き出すきっかけとなることがわかった（事例５)。
○幼児の思考を促す環境の構成
.様々なもの（遊具や素材など）と出会うことができる場
４歳児にとって、もの（遊具や素材など）は思考を促す大切なものとなっている。中でも
遊びの場づくりにおいて、一人で操作しにくい大きさ、形が複雑で簡単に自分の思い通りに
組み合わせることができないものを扱うことによって、どうしたらよいかを考える。その際
思考のプロセスを見ていると、これまでに自分が経験してきたことが元になっていることが
見えてきた（事例５)。だからこそ、様々な形や性質のものを使う体験はもちろん、それらを
組み合わせて遊ぶ体験を積み重ねていくことも必要である。
・自分達で自由に組み替えることができる保育室の空間の必要性
保育室は幼児らにとって安心して過ごすことができる場である。幼児が思考するきっかけ
をつくる為にその保育室の空間は大切な場とっている。幼児らが、自分達で思考しながら遊
びを繰り広げていくためには、教師が設定したコーナーも大切であるが、自分達で自由に組
み替えることができるほどよい広さと空間が有効であることがわかった。
（３）今後に向けて
今年度、幼児らの思考する姿を考える中で、４歳児にとって、大型遊具の有効性とものの
操作の必要性を改めて感じることができた。しかし、普段から設置してあるコーナーや遊具
や用具の準備の方法について深く考えることができなかった。今後、環境の構成についてさ
らに考えていきたい。
幼児らの思考する姿を促す教師の援助をふりかえる中で、幼児の思考した姿を評価する援
助が少なかったと感じた。１日の生活をふりかえる時点では子どもに声をかけてきたつもり
である。今後、具体的な場で評価し、一緒に遊んでいる友達に広げていく援助はどのように
したらいいかを探っていきたい。
－５３－
